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基準 パフォーマンスの特徴を示した記述後
Ａ （　）を使うと１つの式に表したり計算の順序を変えられたりすることを考えられ、人に説明ができる。

Ｂ （　）を使うと１つの式に表したり計算の順序を変えられたりすることを考えることができる。

Ｃ

小単元　「計算のきまり」において作成したルーブリック

　【めあて】 【実　行】

　　　　　　　【完成イメージ】　　　　　　　　　　　　　　　　【計　画】

①

②

③

④

　思ったこと、考えたこと

【ふり返り】　　　※　○をつけましょう。 　※　文で書きましょう。

○学習した整理・整とんの手順や方法を生かして、整理・整とんすることができましたか。　

（　　できた　　　少しできた　　　あまりできなかった　　）

○整理・整とんをした場所を、使いやすい場所にすることができましたか。

（　　できた　　　少しできた　　　あまりできなかった　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か た づ け よ う　身 の 回 り の 物　　　　　名前　（　　　　　　　　　　　　　　）

      学　 身の回りの整理・整とんをしよう 　【 家庭 】

ジ】

め あ

【計 画

て

計 画完成イメージ

実 行

思ったこと、考えたこと

○学習した整理・整とんの手順や方法を生かして、整理・整とんすることができましたか。　

（　　できた　　　少しできた　　　あまりできなかった　　）

○整理・整とんをした場所を、使いやすい場所にすることができましたか。

（　　できた　　　少しできた　　　あまりできなかった　　）

振 り 返 り
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千葉教育 令和元年度 桜 31 

５ まとめ ～四つの学習ツールの活用方法について

 

活用のポイント・留意点
話し
合い
活動

課題
解決
場面

○「コア知識」のように、幅広い事象に
適用できる決まり（ルール）が存在する
教科での活用が有効である。
○既習知識が多くなる小学校高学年以降
での活用がよい。

○課題解決的な学習で使う。
○各教科の学習過程を考慮した項目で作
成する。
○助言やよい内容に対する称賛、励まし
等のコメントを入れ、返却する。
○よく書けている用紙を紹介する。
○できるだけ継続して使用する。

○学習に対する姿勢、思考力、判断力、
表現力を高める。
○自己の成長や学ぶ意味がわかる。
○教師がコメント書くことでさらに学習
の質が高まる。
○教師は授業の評価ができる。

○単元構成がはっきりしていない教科で
は、大くくりのまとまりでシートを作成
するとよい。
○気持ちや考えを正直に書くよう指示す
る。
○生徒の考えを認め、励ますようなコメ
ント、さらに深く考えさせるようなコメ
ントを書く。
○授業の始めに前時の子供の記述を紹介
し本時に生かす。
○授業者自身も振り返りシートを作成す
るとよい。
○シート記入時間を確保する。

○思考力、判断力等の質的評価がしやす
い。
○教師と子供が学習の目的を共有でき
る。
○子供の学習意欲が向上する。
○指導と評価の一体化が図れる。
○ルーブリックの作成プロセスが教師の
研修の場となる。

○主に単元末やポイントとなる授業で活
用する。
○学習前に示したり、子供と一緒に作成
したりすることもできる。
○ルーブリックによる自己評価の時間を
確保する。

自由記入式
○○用紙

ルーブリッ
ク

◎

コ ミ ュ ニ
ケーション
カード

○既習知識カード
　本単元の学習内容に関わる前学年ま
での既習事項が簡潔に書いてある（理
科では決まり、法則など）。予想、話
し合い、考察などの場面で活用する。
○問題・説明カード
　単元で学習した発展的な内容に関す
る問題が書かれている。単元の終末に
活用する。

○学習者が書いた学習履歴に対して、
教師がコメントを書き、学習の質を高
めるとともに、教師は、授業の評価と
改善を行うことができるように構成さ
れたシートである。

○構成要素は次のとおりである。
　Ⅰ　単元名タイトル
　Ⅱ　学習前・後の本質的な問い
　Ⅲ　学習履歴
　Ⅳ　学習後の自己評価

振 り 返 り
シート

学習資料について

他教科での活用場面

評価
（教師側）

○課題解決、話し合いのヒントになる。
○話し合い活動が活発になる。
○思考力、表現力を高める。

◎◎

○評価の観点について「達成の度合い
を示す数値的な尺度」と「それぞれの
尺度に見られるパフォーマンスの特徴
を示した記述語」で評価指標を設定
し、マトリックス形式で示したもので
ある。

○パフォーマンスの特徴とは、文字や
絵・図、音声、身体表現などの具体的
な状態のこと。

○課題解決力、思考力、表現力を高め
る。
○学び方を学べる。

◎

◎

○もともとは理科学習の充実を目的と
したもので、目的、予想、実験方法、
実験結果、考察までを、子供が自ら考
えて、自由に記入するシートである。
○さらに、子供が表現したものを教員
が助言、評価し返却する。
○よく書けているものを掲示し、紹介
する。

◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：特に適している　○：適している

導入
まと
め

◎ ◎

○◎○

展開
見込まれる効果

◎

６ おわりに 

 四つの学習ツールは、理科以外の教科においても、各教科の特性や学習内容等に応じて構

成や使い方等を工夫することによって、児童生徒が自己の変容に気付き、資質・能力を伸ば

すために効果的であることが分かった。詳しくは、今年度末発行のリーフレット、及び千葉

県総合教育センターWebサイト（https://www.ice.or.jp/nc/kenkyu/）に掲載の研究報告書を

ご覧いただき、授業改善の一助として活用していただきたい。 
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基準 パフォーマンスの特徴を示した記述後
Ａ （　）を使うと１つの式に表したり計算の順序を変えられたりすることを考えられ、人に説明ができる。

Ｂ （　）を使うと１つの式に表したり計算の順序を変えられたりすることを考えることができる。
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　【めあて】 【実　行】
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④

　思ったこと、考えたこと

【ふり返り】　　　※　○をつけましょう。 　※　文で書きましょう。

○学習した整理・整とんの手順や方法を生かして、整理・整とんすることができましたか。　

（　　できた　　　少しできた　　　あまりできなかった　　）

○整理・整とんをした場所を、使いやすい場所にすることができましたか。
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千葉教育 令和元年度 桜 33 

 研究１での課題解決につながる次のような

取組が見られた。 

①不登校生徒を支援するための効果的な支援

体制づくり 

(ｱ)不登校生徒を支援するための組織づくり 

【組織的な支援（Ａ校）】 

校内委員会を時間割の中に位置付け定期

的に開催する。生徒の状況に応じて、校内

委員会とは別に適宜ケース会議を行う。ケ

ース会議では、生徒の情報を共有すること

に加えて、支援の方針を決め、学年団と連

携する。コーディネーター役になるＳＳＷ

の資格をもつ教員と生徒指導副部長、学年

副主任が教育相談の中核となるだけでなく、

管理職も構成メンバーに入っていることか

ら、支援方法が速やかに決定でき、迅速な

支援につながっている。 

(ｲ)新たな不登校生徒を生まないための支援 

【入学前の情報収集とその活用（Ｂ校）】 

中高連絡協議会への参加や全ての新入生

を対象にした中学校訪問、電話連絡により、

入学前に全生徒の情報を収集する。また、

保護者に入学前相談の案内をし、入学許可

候補者説明会にて「保健面」「学習面」「生徒

指導面」「発達面等の課題や配慮」の四つの

ブースを設けて、個別相談にあたる。さら

に、入学直後と１学期中間考査後にアンケ

ートを行った上で個人面談を実施し、生徒

理解と学級づくりに生かしている。 

②教職員の専門性の向上と意識の醸成 

【教職員向けガイドライン等の活用（Ｃ校）】  

校内委員会が中心となり学校独自の教職

員向けガイドラインを作成し、教育相談的

アプローチについて共通理解を図る。ガイ

ドラインには、「生徒の支援は関係職員がチ

ームで対応する」と明記されている。また、

教育相談に関するハンドブックを作成・活

用する。それとともに、教育相談に関わる

研修を計画的に主催して教育相談のスキル

アップに努めている。 

４ 研究のまとめ 

⑴不登校生徒を支援するための効果的な支援

体制づくり 

 高等学校における不登校生徒の効果的な支

援体制をつくるために次の三つの視点が大切

であると考える。 

①役割分担を明確にした支援 

校内委員会が中心となって支援方針を決

め、役割分担を明確にし、学年団と連携で

きる体制をつくる。初動の対応を適切に行

い、学年団が保護者や生徒と良好な関係を

つくることができ、効果的な支援につなが

ると考える。 

②計画的に取り組む支援（予防的な支援） 

入学前 
・計画的な生徒の情報収集により

適切な支援を考える。 

１年次 

・生徒の状況を把握し、生徒理解

を深める。 

・職員間で情報共有し、適切に支

援し、未然防止につなげる。 

③進路変更をする際の支援 

  校内委員会に、多くの情報をもち、他機

関と連携して進路支援をする担当を置く。

担当と担任・学年団が連携することで、生

徒個々の状況に合った進路支援を行うこと

ができる。 

⑵教職員の専門性の向上と意識の醸成 

不登校生徒を支援するためには、「教職員全

体の教育相談の力量の向上」「計画的な教育相

談コーディネーターの育成」が重要である。

学校の実情に合わせて、当センターの各事業

を積極的に活用し、教職員の教育相談に対す

る意識を高め、人材育成に役立ててほしい。 

 

５ 最後に 

高等学校における不登校生徒の支援では、

自校の生徒の特性や地域性など実態に即した

体制づくりと教育相談における力量の向上が

大切である。この報告が不登校生徒の支援体

制づくりの一助となることを期待したい。 
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